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        最尤法による空間点配置だとのフラクタル次元の推定
                                    尾 形 良 彦
 空間における自己相似たランダム図形のフラクタル次元を求めるには，通常以下のような二対の量の
両対数グラフのプロットが直線上に並んでいるのを確認し，その傾きを測ることが主である．まずbox－
Counting法と呼ばれるもので，空間を正方形のピクセルに分割したとき，図形と交わっているピクセル
の数とそのときのピクセルの一辺の長さとの対をプロットするものがある．次によく使われているのは
wa1king－divider法と呼ばれるもので，連続た線たとの長さをディバイダーによって測るとき，ディバイ
ダーの幅と測られた線の長さの対をプロットするものである．Mandelbrotの本にこれらの例が載って
以来，自然科学の多くの分野でこれらの方法に基づく論文や報告が頻出している．
 以上の方法以外に，確率場（多次元確率過程）の自己相関やスペクトルによる方法も以前から報告さ
れている．もしランダム図形が自己相似たらば自己相関関数やスペクトルが逆ベキの減衰を示すので，両
対数表示によってその傾きを求める．軌跡が一次元確率過程ならばこれは非常に容易である．例えば，
Ogata and Abe（1988）は世界と日本における長期間の地震活動が時間に関してほぼ自己相似であるこ
とを，Pa1m－intensity（自己相関と同値），スペクトル，dispersion－time－diagram，そしてR／S統計量
によって示した．特にピリオドグラムに基づく尤度を考えてフラクタル次元（またはHurst数）の最尤
推定値を求めると，それぞれどの方法から求められる推定値に対しても調和的なものであることが認め
られた．
 一般に最尤法は客観的た推定法であるだけでなく，限られたデータでも効率的た推定量を与えること
が期待されており，推定値の誤差も見積ることが容易であるので，空間のフラクタル図形に対しても適
用できることが望まれる．本報告では，平面上の点配置や線図形の集合に対する最尤法を開発したこと
壬述べた．すたわち，以下に示す二種類の尤度が近似的た意味で定義される．一つはPa1m確率測度に対
応する点配置を原点からの距離にのみ依存する非一様（non－homogeneous）Poisson点過程と仮定して，
このintensityをパラメタ化して尤度を考える．2次元空間内の配置のフラクタル次元をDとするとき
